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第9回たねとりくらぷの集い＆青年部主催公開セミナー2014

2014年3月15日（土）

凌咳　国学院大学渋谷キャンパス常磐松ホール〈学術メディアセンター1F〉

■10：30～12：30■

第9回定ねとりくらβiの葉い（第9回日本有機農業研究会種苗研修会）

「江戸東京・伝統野菜」を広め・つなげる
溺打江戸東京・伝統野菜研究会代表大竹道茂さん
江戸東京野菜コンシェルジェ育成協議会会長、ブログ「江戸東京野菜通信」で情報発信中

天下の台所、江戸時代の東京にはおいしい野菜やめずらしい野菜が集まっていました。

今日まで引き継がれてきた責重な伝統野菜を守り、広め、伝える活動が行われています。
小学校や地域で広がる取組やその意義について、お話をうかがいます。

参加嚢1000円（会員800円）※今回は種苗交換会はありません。
参加申込みは必要ありません。直接会場へお越しください。

真壁　日本有機農業研究会種苗部・種苗ネットワーク　協力渋谷・環境と文化の会

問合せ　TEL03－3818－3078　mailinfo＠joaa．net

■13：30一一17：10■（受付開始13：00）

百年誹主催公開セミナー20川

食の自給は、まず種の自給から
瀧鱒野口種苗研究所・野口のタネ野口勲さん

農業を始めるうえで欠かせないものが種。その大事な一粒の種ですが、種の自給率の低

さに気が付く農家は意外に少ないのではないでしょうか。食料自給率をはるかに下回る
ひとけた台。食料自給率の前に種の自給率の問題がでてきます。

そこで固定種、在来種、Fl、そして種をとりまく環境はどうなっているのか。

知っているつもりでいる種のことをもう一度学びなおしたいと思い、講演会を企画しま

した。今年の種まきを始める前に聞いていただければ幸いです。

参力琴葦1000円（会員800円）

■18：00一一20：00■　※要予約　定員20名

会瘡≦「YAFFAORGANlCCAFE」
渋谷駅より徒歩8分。TEL O3－6427－9988

オーガニックの野菜の味を生かした料理とお飲み物

筆勢嚢　4000円　※懇親会申込み締切　3月12日（水）
★参加費は、当日会場でいただきます。

NPO法人日本有機農業研究会・事務局

TELO3－3818－3078　FAX03－3818－3417

ホームページ　http：／／www．joaa．net／

mail seinenbu＠joaa．net

会場MAP

「渋谷駅」東口、都営バス

54番のりば「学03日赤医

療センター行」で「国学院

大学前」（約10分）下車。

「渋谷駅」東口から徒歩約

15分。渋谷駅・JR埼京線

の新南口から徒歩約10分
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．
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・
鷺
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①
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②
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③
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④
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世
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種から種へつなぐ
育てて守る

在来種・固定種の種

西川芳昭　編

創森社

1800円＋税

土と健康　2014年1・2月合併号（Ib現7）16
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い
う
観
念
が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
無
数
の
農
家
の

手
に
よ
っ
て
そ
の
地
域
・
土
地
に
あ
っ

た
作
物
の
種
が
守
ら
れ
て
き
た
シ
ス
テ

ム
か
ら
、
少
数
の
特
に
多
国
籍
化
学
企

業
が
種
の
生
産
と
流
通
の
主
要
な
部
分

を
抑
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
へ
と
急
速

に
変
化
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

種
子
が
消
え
れ
ば
、
食
べ
物
も
消
え
る
。

そ
し
て
君
も

長
く
国
際
コ
ム
ギ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
改
良
セ
ン

タ
ー
・
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
責
任
者
を
し
た
ベ
ン
ト
・

ス
コ
ウ
マ
ン
氏
は
「
種
子
が
消
え
れ
ば
、
食
べ
物

も
消
え
る
。
そ
し
て
君
も
」
と
い
う
言
葉
を
遺
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
食
べ
る
も
の
の
生
産
に
不
可
欠
な
投

入
物
で
あ
る
種
の
生
産
　
（
種
採
り
）
と
い
う
行
為

は
、
農
耕
が
始
ま
っ
て
以
来
農
家
に
よ
っ
て
営
々

と
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
い
ま
ど
れ
く

ら
い
の
人
が
自
分
で
種
を
採
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か。
日
本
で
は
、
1
9
7
0
年
前
後
か
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
苦
労
し
て
自
分
で
種
を
採
ら
な
く
て
も
、
高
品

質
と
言
わ
れ
て
い
る
品
種
の
種
が
簡
単
に
購
入
で
、

き
る
よ
う
に
な
り
、
「
種
は
購
入
す
る
も
の
」
と

脅
か
さ
れ
る
農
民
の
種
子
の
権
利

現
在
流
通
し
て
い
る
種
の
ほ
と
ん
ど
は
、
品
種

登
録
（
特
許
を
含
む
）
と
い
う
知
的
財
産
権
で
そ

の
育
成
者
の
権
利
が
保
護
さ
れ
て
お
り
、
農
家
が

自
由
に
種
を
採
る
こ
と
が
法
律
上
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
料
安
全
保
障
・
食
料
主
権
の
実
現
の
た

め
に
は
、
種
の
安
全
保
障
・
種
子
に
対
す
る
主
権

の
実
現
が
前
提
条
件
で
す
が
、
そ
の
主
権
が
農
家

に
と
っ
て
も
消
費
者
に
と
っ
て
も
脅
か
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
農
家
が
種
を
採
り
続
け
て
き
た
行
為

の
重
要
さ
・
功
績
を
認
め
、
農
家
が
自
分
で
種
を

採
り
、
保
有
し
、
交
換
す
る
い
わ
ゆ
る
農
民
の
権

利
（
外
務
省
公
式
訳
で
は
農
業
者
の
権
利
）
を
明

記
し
て
い
る
食
料
農
業
植
物
遺
伝
資
源
国
際
条
約

に
2
0
1
3
年
1
0
月
1
3
0
番
目
の
加
盟
国
と
し

て
日
本
も
加
わ
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
世
界
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本

書
で
は
全
国
各
地
で
様
々
な
思
い
を
込
め
て
何
ら

か
の
形
で
種
を
採
り
続
け
て
い
る
農
家
・
種
苗

商
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
物
語
を
、
実
践
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
自
身
の
言
葉
で
紡
ぎ
ま
し
た
。
種
探

り
の
営
み
が
作
物
を
作
る
と
い
う
行
為
に
必
須
の

要
素
で
あ
り
、
ま
た
農
家
に
と
っ
て
楽
し
み
の
あ

る
作
業
で
あ
る
こ
と
が
措
か
れ
て
い
ま
す
。

自
家
採
種
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
国
の
ジ
ー
ン

バ
ン
ク
が
果
た
す
重
要
な
役
割
や
、
遺
伝
子
組
み

換
え
・
種
子
消
毒
な
ど
種
に
つ
い
て
の
安
心
・
安

全
を
考
え
る
際
に
重
要
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の

解
説
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

種
を
つ
な
ぐ
仲
間
を
ふ
や
そ
う

こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
々
が
自
分
た
ち
で
種
を

採
り
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
こ
と

は
、
農
の
営
み
が
こ
の
国
で
続
け
ら
れ
て
い
く
確

か
な
可
能
性
を
見
る
思
い
が
し
ま
す
。
種
を
採
る

と
い
う
営
み
を
一
部
の
企
業
に
委
ね
る
の
で
は
な

く
、
農
家
自
身
が
普
通
に
続
け
ら
れ
る
社
会
を
守

る
た
め
に
も
、
種
に
興
味
の
あ
る
す
べ
て
の
方
が

こ
の
本
を
手
に
取
っ
て
く
だ
き
り
、
種
を
つ
な
ぐ

こ
と
の
価
値
と
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す

る
仲
間
が
一
人
で
も
多
く
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
龍
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帰農・就農希望者へ

帰農志塾（栃木）で

研修生募集

帰農志塾は、今まで80会名の研修生を

北は北海道から南は沖縄まで卒業生として

送り出してきました。今回3名の独立就農

に伴い、新たな研修生を募集します。

設立以来、有機農業の普及と帰農する人

が増えることを願い活動してきましたが、

今後は従来の方針、希望地就農と共に地元

就農も進めていこうと考えています。

その理由は、当地近隣に安価で新規就農

者が入手可能な土地が多くあるからです。

就農希望者と塾が協力し、地元の人達も含

め協力関係を築きながら暮らし、助け合う

可能性を求めていただきたいと考えていま

す。

塾で研修し、仲間として地元に就農した

い人を探しています。

真面目に就農を考えている人は是非一度

おいで下さい。研修以外でも真筆な方々に

は就農のお手伝いをします。

隣町で独立就農した研修生の例を紹介し

ます。今年卒塾のAさん、隣町に80aの

土地を家屋、倉庫付きで350万円で入手

しました。また隣接農地1ha（2万円／年）

を借用しました。

こういう例は稀かとは思いますが、事実

です。真面目な就農希望者は、是非ご相談

ください。

帰農志塾

〒321－0604栃木県那須鳥山市中山1041

TEL　　0287－83－0930

E－mail kinousijyuku＠yahoo．co．jp

HP

http：／／foodpia．geocities．jp／kinousijuku／
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在
来
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固
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を
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受
け
継
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い
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た
め
に

種
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換
会
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種
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の
冷
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保
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、
種
苗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
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に
よ
る
自
家
採
種
運
動
　
　
　
　
　
　
林
垂
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育
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生
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普
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」
　
の
連
携
に
よ
る
自
然
農
法

種
子
の
品
種
育
成
事
業原
田
晃
仲
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巴
清
輔
・
田
丸
和
久

自
家
採
種
を
勧
め
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「
変
な
種
屋
」
　
の
使
命
は
　
「
誰
も

が
種
探
り
を
す
る
世
界
」
　
の
た
め
の
種
ま
き
　
野
口
勲
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在
来
種
・
固
定
種
の
種
を
守
る
た
め
の
多
様
な

地
域
的
展
開

「
在
来
作
物
」
　
の
再
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と
利
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来
作
物
研
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取
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組
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か
ら
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が
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よ
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ニ
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が
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菜
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ネ
イ
テ
ィ
ブ
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メ
リ
カ
ン
の
暮
ら
し
に
ヒ
ン
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得
た

伝
統
野
菜
復
活
と
「
家
族
野
菜
」
　
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

三
浦
雅
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伝
統
的
な
遺
伝
資
源
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保
存
・
発
展
さ
せ
「
食
べ
る
」
楽

し

み

を
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に

伝

え

た

い
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保

地
方
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自
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N
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バ
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「
山
の
こ
こ
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」
　
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
の
暮
ら
し
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ム
ー
ア

種
を
あ
や
し
、
種
を
採
る
な
か
で
感
じ
る
小
さ
な
粒
の

神
秘
性
、
す
ぼ
ら
し
さ
、
大
切
さ
　
　
　
　
岩
崎
政
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遺
伝
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組
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換
え
作
物
で
種
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食
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配
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グ
ロ
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バ
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優
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罠
～

安
田
節
子

本
当
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こ
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な
い
種
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ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ

ク
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輸

入

種
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固
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